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国　語　科

他者の言葉とのかかわり合いをとおして，言葉の世界をひらく

一第4学年　文学的文章の実践をとおして一

杉　川　千　草

1　はじめに

　文学的文章は，ある状況における人間の生き方

を言葉によって表現したものである。したがって，

読み手は，言葉によって創り出された実際には存

在しない世界を，作品の言葉をもとに想像しなが

ら読んでいかなければならない。つまり，「読む」

という行為は，読み手が作品の中の言葉をもとに，

自分なりの作品世界を創り出していく一つの創造

活動である。そして，文学教育は「ひとりひとり

のリテラシー（ことばの力）」を育んでいくため

に営まれるもの」1）であり，　「読むカは，読むと

いう経験を通じてはじめて大きく伸びるもの」2）

である。

　学習指導要領の改訂に伴って，新教科書では，

「文章や作品の『構成・構造』への着目，文章や

作品の『工夫』への着目，『図表や写真』の重視，

『評価・批評』の重視などに特徴的な変化」3）が

見られる。

　そこで，子どもたちが創造的に読むことによっ

て，読むこと本来の楽しさや作品のおもしろさを

十分に味わいながら，さまざまな観点から言葉の

カを育てることのできる文学的文章の授業づくり

に取り組みたいと考えた。

2，研究の構想

（1）他者の言葉とのかかわり合いをとおして，言

　葉の世界をひらく

　日々の国語科の授業において，子どもたちは，

他の学習者や教師などのほか，テキストの筆者や

過去の自分など，さまざまな他者と出会っている。

　子どもたちは，さまざまな他者の言葉とのかか

わり合いをとおして，自分の言葉を見つめ直し，

新たな言葉を獲得していく。また，学習の深まり

を確かめたり，他者とともに学習することのよさ

を実感したりする。そして，このような営みを繰

り返すことによって，語彙を増やし，表現力を豊

かにするとともに，新たな認識を広げ「言葉の世

界をひらく」ことができると考える。

（2）言葉の世界をひらくために

　言葉の世界をひらくために，友だちの読みを他

者の言葉として設定し，次のことに留意した単元

（授業）構成を行う。

①読みの課題意識をもたせる

　子どもたちは，社会や学習の中で，さまざまな

他者の言葉に出会う。子どもたちが言葉の世界を

ひらくためには，言葉への興味・関心を引き出し，

課題意識をもつことが大切である。

　そこで，題名読みや物語の後半部分の予想を本

文と比較させることによって，一人ひとりの率直

な感想を引き出し，読みの課題意識をもたせるよ

うにする。また，作者の存在に目を向けさせるこ

とによって，文章の構成や展開に着目させ，題名

や登場人物の人物像，繰り返し使われる言葉など，

物語を楽しませるための表現の工夫も意識させる

ようにする。

②個の考えをもたせ，他者と交流させる

　読みは一人ひとりそれぞれ異なり，最終的には

自分に返るものである。

　そこで，一つひとつの言葉から感じたことや率

直な疑問などを書き込むことによって，自分の考

えをもたせるようにする。そして，一つの課題に

向かって，自分たちの考えをお互いにかかわらせ
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ながら学習を深めていくことができるような授業

づくりをしていく。授業の終わりには，他者の言

葉から学んだことを確かめさせるようにする。こ

のような学習を繰り返し行うことによって，他者

とともに学ぶことのよさを実感させ，子どもたち

の主体的な学びを生み出し，学ぶ意欲を継続させ

るようにする。

③自らの読みを創造的に表現させる

　表現することは，自分の考えを他者に伝えると

ともに，自分自身に問い直して自己の考えを確か

なものにし，学習を深めることにもつながるもの

である。

　そこで，物語の主題を自分なりの新たな題名と

して表現することによって，物語の展開のおもし

ろさを見つけたり，物語の意味を再認識したりさ

せるようにする。また，単元の終わりには，学習

したことを再構築して創造的に表現させることに

よって，作品のおもしろさや楽しさを共有させる

ようにする。

3，実践「人物の心情を想像しよう『世界でい

ちばんやかましい音』ベンジャミン＝エルキ

　ン作　松岡享子訳（学校図書四下）」

（1）授業の構想

①単元について

　ガヤガヤの都に住むギャオギャオ王子は，誕生

日のお祝いに「世界でいちばんやかましい音」を

聞くはずだったのに，人々の率直な願いが世界中

に広まったおかげで，生まれて初めて自然の音に

耳を傾け，静けさと落ち着きのすばらしさに気付

かされる。物語は起承転結で構成され，題名や登

場人物の設定，繰り返し使われる言葉などがテン

ポのよい展開につながり，読者を引き付け最後ま

で一気に読ませる。さらに，題名とは正反対の結

末は，読者に物語の意味にっいて改めて考えさせ

るものになっている。ここでは，一人ひとりの素

直な感想や考えを友だちと交流することによっ

て，物語のいろいろな読み方にふれ，物語のおも

しろさを自分なりに再発見させるようにした。

②目標

○　物語の展開のおもしろさに関心をもって読む

　ことができるようにする。

○　読み取った内容や人物への感想など，友だち

　との共通点や相違点を整理しながら話し合う

　ことができるようにする。

○　叙述に即して，登場人物の心情の変化などを

　想像しながら読むことができるようにする。

③学習計画（全8時間）

第1次物語の続きを予想しよう・…　　2時間

第2次　「世界でいちばんやかましい音」を

　　　　　　　　　　　　　　　読もう・3時間

第3次物語の新たな題名を考えよう・・3時間

（2）授業の実際（Y児の記録を中心に）

〈第1次　物語の続きを予想しよう〉

①第1時

　まず，「音」からイメージを広げさせ，　「世界

でいちばんやかましい音」はどんな音だと思うか

考えさせた。

　

　

　その後，絵本4）で，「その時こくが来たら，み

んなありったけの声で，『ギャオギャオ王子，お

たん生日おめでとう！』と，さけぶことになって

いました。」までを読み聞かせ，続きがどんな展

開になると思うか想像して書かせた。すると，誕

生日のお祝いが「成功する」　「成功するけれど…

・」「成功しない」という三つの展開に分かれた。
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②第2時

　はじめに，前時に考えた各自の続き話を交流さ

せた。子どもたちは，自分の考えた展開との違い

に驚いたり，物語の落ちに思わず笑い声をあげた

りしていた。その後，教科書で全文を通読し，自

分が考えた続き話と比べながら感想を書かせた。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　その後，みんなで学習したいことやもっと読み

深めたいことなどを学習課題として挙げさせ，物

語のあらすじや主人公を確認するとともに，初発

の感想を交流させた。子どもたちの率直な思いと

して，次のような感想が挙げられた。

また，全体での学習課題を次のように決めた。
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〈第2次　「世界でいちばんやかましい音」を読

もう〉

　第2次では，第1次で決めた学習課題について

それぞれ自分の考えをもち，それを交流した後に

学んだことをまとめるという流れで授業を進め

た。

　その中で子どもたちは，王子様の心情を読み取

るとともに，最初と最後の町の変容をとらえるこ

とができた。さらに，　「世界でいちばんやかまし

い音」は物語の中で実現しなかったのに，なぜ「世

界でいちばんやかましい音」という題名なのかと

いうことに，改めて目を向けることができた。

〈第3次　物語の新たな題名を考えよう〉

①第1時

　これまでの学習をふまえて，物語の内容にふさ

わしい新たな題名を各自に考えさせた。

　他の子どもたちは，次のような題名を考えた。

　子どもたちはもとの題名を生かしながら，物語

の展開を変えるきっかけとなった人物や出来事，

また，物語の結末に着目しながら，それぞれ題名

を考えていた。

②第2時

　前時に考えた自分なりの新たな題名とその理由

を友だちと交流し，「なぜ『世界でいちばんやか

ましい音』という題名を付けたのだろう。」とい

う学習課題について考え，物語の展開のおもしろ

さを見つけたり，物語の意味を再度とらえ直した

りさせた。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

③第3時

　これまでの学習を振り返るとともに，それぞれ

が物語の続き話や，登場人物の日記，作者の後書

きなどを書いて学習のまとめとした。
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4，考察

　言葉の世界をひらく学習について，学習の様

子や事後アンケートから考察する。

（1）読みの課題意識をもたせる

　今回の単元では，物語の全文を読む前に後半部

分の予想を取り入れた。事後アンケートによると，

「物語の後半の予想を書くことは，学習課題を作

ることに役立った。」と答えた子どもは，38名（2

名欠席）中35名いた。その理由として「自分で物

語を書いたからよくわかった。」「物語と自分の

書いた話とのちがいがくらべられた。」　「学習課

題が作りやすかった。」「自分と作者の考えのち

がいを探し，なぜそうなったかということを学習

課題にすることができた。」　「くらべてみて『な

んで？』と思って，物語の深い意味までわかった。」

などを挙げていた。子どもたちは予想と本文とを

比較しながら，感想や読みの課題意識をもつこと

ができたと考えられる。

　物語の新たな題名をつくったことについての事

後アンケートでは，「物語の新たな題名を考える

ことは，作者の工夫を見つけ作者の伝えたいこと

を考えることに役立った。」と答えた子どもは，

40名中35名いた。その理由として「作者がなぜ

こんな題にしたのかをくわしく考えられた。」「物

語の中に『世界でいちばんやかましい音』が出て

こないから，作者の伝えたいことがわかった。」

「このことを伝えたくてこの題名にしたんだなと

思った。」　「友だちの考えをしっかり聞いていた

から，よくわかった。」などを挙げていた。子ど

もたちはそれまでの読みを振り返り，自分なりに

物語の意味を考えることにつながった。さらに，

新たな題名を交流することによって，多様な読み

のおもしろさにふれることもできたようだ。

　このように，物語の予想や新たな題名は，自分

たちが創り出した「他者の言葉」となり，本文と

比較しながら課題意識をもって物語の読みを深め

ることにつながった。さらに，書き手としての立

場から物語全体を構造的，評価的に読ませるため

に有効であった。

　一方，アンケートに「物語の本文や題名が自分

の考えたこととちがっていた。」ことを理由とし

て「役立たなかった。」と答えた子どももいたの

で，活動の意図を子どもたちに伝えたり，比べる

ための明確な視点をもたせたりするなど，より細

かい手立てが必要であったと考えられる。

（2）個の考えをもたせ，他者と交流させる

　子どもたちは初発の感想として，　「楽しい・お

もしろい」「びっくり・すごい」「不思議・疑問」

など，たくさんの感想を挙げていた。第2次での

内容の読み取りを経て，第3次で主題や作者の工

夫や意図について考えさせた結果，次のような感

想が見られた。

　このように，題名や登場人物の人物像，繰り返

し使われる言葉が，物語のテンポよい展開やどん
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でん返しのおもしろさにつながる，作者の巧みな

しかけにかかわる感想が多く見られ，授業をとお

して読みの広がりや深まりが感じられた。

（3）自らの読みを創造的に表現する

　単元の終わりに，これまでの学習を振り返ると

ともに，それぞれが物語の続き話や，登場人物の

日記，登場人物への手紙，作者の後書きなどを書

いて学習のまとめとした。

　Y児は，学習のまとめとして「王様の日記」を

書いた理由として「王様はあまり目立っていな

かったので，けっこうおもしろくなると思ったか

ら。」と述べている。物語の内容を踏まえ，王様

の性格を盛り込みながら，王子様の変容を喜ぶ内

容となっている。

　その他の子どもたちは，次のような王子様の日

記や作者の後書きなどを書いた。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　子どもたちは，学習をとおして学んだことを再

構成し，さまざまな視点から創造的に表現するこ

とができた。また，文章からは一人ひとりの個性

が感じられ，物語のそれぞれの楽しみ方を共有す

ることができた。

5，おわりに

　今回の実践をとおして，文学的文章を創造的に

読み取ろうとする姿が，子どもたちにある程度

育ってきたことが感じられた。その一方で，第3

次の物語全体を扱う場面では，お互いの思いを十

分出し合いながら読みを深めることができなかっ

た課題がある。

　今後は，他者の言葉として，テキストとともに

学習者同士のかかわり合いを，授業の中に効果的

に生かすことのできる単元づくりを試みたい。
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